













 明治 22年十津川崩壊災害のときの十津川流域の平均削剥高は少なめに見積もって 90mm




























































流域の石のほうが堅くて破砕し難い．2000 年 11 月 13 日撮影 
 
5.2  1889 年十津川災害 




 脚の遅い雨台風にともなう豪雨で，十津川流域では８月 19 日から 21 日にかけて崩壊が
無数に発生した．総雨量は 1000mm あるいはそれ以上に達したものと推定されている．縦




壊の体積は１箇所あたり 106m3から 107m3の桁の規模である．  
 天然ダムは今も大字永井に残る１箇所（新湖名は大畑瀞）を除きことごとく決壊した．
崩壊後数十分ないし数時間で決壊したものから，十数日経過して決壊したもの，さらに９
月 11 日から 12 日にかけての台風にともなう大雨で決壊するものもあった．これら新湖の
決壊の影響が重なり，下流の十津川および熊野川沿いの多くの集落が洪水に襲われた．例
えば新宮町では死者 50 名，流失家屋数百，半壊家屋 3000 を数えた．なお，当時の人口が















































































 堆砂量を集砂域の面積で除すと，集砂域からの土砂流出高を得る．これらの値を 12 年間









 表１では，三つのダムの堆砂データの期間が同一でない．共通の期間として 1973 年から
1998 年までの 25 年間をとりあげて，三つのダムの総集砂域（三つの集砂域の和）からの
土砂流出高を求めると，0.61mm/年となる．ちなみに，三つのダムの集砂域の合計は二津


























流域では過去 100 年間に 10cm～30cm だけ地盤が上昇していることになる．過去 100 年の
間には 1944 年に東南海地震が，1946 年に南海地震が起きている．従って紀伊半島南部で
はプレート運動によりおおむねこの程度の隆起速度が期待されるものと思われる． 
 ここで十津川流域の現在の地盤隆起速度を 1mm/年と仮定すると，1889 年十津川災害の
時の削剥量 90mm ないし 200mm は地盤隆起量の 100 年ないし 200 年分に相当することに
なる．いっぽう，1889 年のような規模が大きな崩壊の頻度はどの程度であろうか．それが






1953 年７月の豪雨では，玉置山の雨量計が 17 日からの４日間に 634mm の降雨を記録し
ており，村内は河川の増水と崖崩れで陸の孤島と化したと記されている．有田川災害を引
き起こしたあの豪雨である．1958 年 8 月 25 日の 17 号台風は十津川村役場所在地の小原で

















写真３ 湯泉地温泉付近．上流向き．1889 年十津川災害で河床が 


























































                         図５ 砂利採取の様子（左） 
                          と国道 168 号芦廼瀬川橋の下 
                          の砕石プラント（上）． 





流出特性に変化が生じることはよく知られている．90 年ないし 150 年間隔でくり返すとい
う南海，東南海地震は，1889 年十津川災害の時のような大規模崩壊にどのような影響を及
ぼしているだろうか．また．削剥速度を 1mm/年とすると，1889 年十津川災害の時の削剥

















さ D は 40 km，奈良県で死者３，負傷２１，住宅の全壊８９戸，半壊１７７戸など．十津
川筋ではおおむね震度５． 
４．１９４６年（昭和２１年）１２月２１日，４時１９分，南海地震 M 8.0， D 24 km，
奈良県では負傷者１３，住宅の全壊３７，半壊４６など．十津川筋の震度はおおむね５． 
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